
資料５-１ 

 

豊明市地域公共交通網形成計画の達成度評価について 

平成 29 年度に策定した豊明市地域公共交通網形成計画において設定された計画の目標について、
中間時の達成度を把握する。 

  
豊明市の交通将来像 

公共交通が 人と人をつなぐ しあわせのまち 

 豊明市地域公共交通網形成計画の目標と目標値  

  基本方針 1  名鉄名古屋本線、路線バス、ひまわりバス及びタクシー等の多様な公共交通
が相互に連携し、市内の拠点相互及び各地域をつなぐ公共交通体系を構築し
ます。 

  目標 1  公共交通相互の乗継利便性を向上させます。 

 目標値 1 公共交通相互及び他の交通手段との乗り継ぎ時間の短縮 

 

  基本方針 2  周辺市町との結びつきを強化し、より密な連携を図る広域的な地域公共交
通ネットワークを形成します。 

  目標 2  周辺市町との連携を図り、市外への行きやすさを向上させます。 

 目標値 2 隣接市町への路線数の増加 

 

  基本方針 3  戦略的な公共交通の展開により、豊明市が目指すまちづくりの実現を支援
します。 

  目標 3  公共交通により、拠点に人のにぎわいを生み出します。 

 目標値 3 市内５つの各拠点における公共交通利用者数の増加 

 

  基本方針 4  わかりやすく、誰もが安心して利用できる公共交通サービスを提供します。 

  目標 4  公共交通のわかりやすさを向上させます。 

 目標値 4 公共交通に関する情報提供数の増加 

 

  基本方針 5   地域の特性に応じた公共交通の維持活性化に向け、多様な主体の連携・協
働による地域公共交通を育む仕組みを構築します。 

  目標 5  地域公共交通を育む仕組みづくりを支援します。 

 目標値 5 地域公共交通維持のための取組み・参加意向の向上 

 

     豊明市地域公共交通網形成計画全体の目標     

    目標   便利に移動できる公共交通の確保 

 目標値  公共交通全体の利用者数の増加 
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表 目標値及び評価指標(1/3) 

【全体の目標】便利に移動できる公共交通の確保 

【全体の目標値】公共交通全体の利用者数の増加 

指標 

【指標】公共交通の年間利用者数（人/年） 

評価項目 目標値[R3] 最終評価[R2] 現況値[H27] 

鉄道（駅） 1,351 万人以上 1,315 万人 1,244 万人 

名鉄バス 143.4 万人以上 139.7 万人 135.0 万人 

ひまわりバス 
（チョイソコ） 25.7 万人以上 

16.7 万人 

(1.0 万人) 
16.8 万人 

＊新型コロナウイルスの影響を加味し、集計年度は R1 

【指標】まちづくり指標の達成度（第５次豊明市総合計画） 

評価項目 目標値[R3] 最終評価[R2] 現況値[H27] 

市外から豊明市への交通ア
クセスが良いと思う市民の
割合 

66.7％以上 62.1％以上 59.3％ 

市内の移動がしやすくなっ
たと思う市民の割合 66.5％以上 63.8％以上 59.3％ 

 

【目標１】公共交通相互の乗継利便性を向上させます。 

【目標値１】公共交通相互及び他の交通手段との乗り継ぎ時間の短縮 

指標 

【指標】公共交通相互の乗り継ぎ時間 

評価項目 目標値[R3] 最終評価[R2] 現況値[H28] 

拠点鉄道駅におけるひまわ
りバス⇔名鉄急行列車（名
古屋方面）間３分以上 10 分
以内乗り継ぎ可能本数※ 

34 本以上 37 本 29 本 

【指標】乗り継ぎに関する不満度割合（バス利用者アンケート） 

評価項目 目標値[R3] 最終評価[R2] 現況値[H28] 

乗り継ぎの際の待ち時間に 

関する不満度 
20.0％未満 

鉄道とバス

40.1％ 

バス相互 

30.1％ 

35.4％ 
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表 目標値及び評価指標(2/3) 

【目標２】周辺市町との連携を図り、市外への行きやすさを向上させます。 

【目標値２】隣接市町への路線数の増加 

指標 

【指標】隣接市町を結ぶ路線数 

評価項目 目標値[R3] 最終評価[R2] 現況値[H28] 

隣接市町間の路線数 ８路線以上 ６路線 ５路線 

【指標】市外へ行きやすくすることの達成度（バス利用者アンケート） 

評価項目 目標値[R3] 最終評価[R2] 現況値[H28] 

名鉄バス及びひまわりバス

の達成度 
50.0％以上 41.9％ 42.2％ 

 

【目標３】公共交通により、拠点に人のにぎわいを生み出します。 

【目標値３】市内５つの各拠点における公共交通利用者数の増加 

指標 

【指標】主要拠点における運行本数（平日） 

評価項目 目標値[R3] 最終評価[R2] 現況値[H28] 

前後駅 504 本以上 494 本 504 本 

豊明市役所 87 本以上 63 本 87 本 

藤田医科大学病院 81 本以上 77 本 81 本 

豊明駅 227 本以上 230 本 227 本 

中京競馬場前駅 205 本以上 204 本 205 本 

【指標】各拠点における一日あたりの公共交通利用者数 

評価項目 目標値[R3] 最終評価[R2] 現況値[H28] 

前後駅 22,940 人以上 24,287 人 21,065 人 

豊明市役所 120 人以上 159 人 108 人 

藤田医科大学病院 350 人以上 980 人 314 人 

豊明駅 5,330 人以上 5,153 人 4,888 人 

中京競馬場前駅 10,350 人以上 9,766 人 9,487 人 
 
※鉄道は令和元年度の 1 日あたり乗降者数 
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表 目標値及び評価指標(3/3) 
【目標４】公共交通のわかりやすさを向上させます。 

【目標値４】公共交通に関する情報提供数の増加 

指標 

【指標】公共交通に関する情報提供 

評価項目 目標値[R3] 最終評価[R2] 現況値[H28] 

市内公共交通に関する 

情報提供媒体数 
８以上 ８ ７ 

【指標】わかりやすさに関する不満度割合（バス利用者アンケート） 

評価項目 目標値[R3] 最終評価[R2] 現況値[H28] 

乗り継ぎに関する情報や案内 20.0％未満 

鉄道とバス 

25.1％ 

バス相互 

25.9％ 

27.3％ 

 

【目標５】地域公共交通を育む仕組みづくりを支援します。 

【目標値５】地域公共交通維持のための取組み・参加意向の向上 

指標 

【指標】地域主体の組織数 

評価項目 目標値[R3] 最終評価[R2] 現況値[H28] 

公共交通をはぐくむ地域主体

の組織数 
３以上 １ １ 

【指標】地域公共交通維持のための取組み・参加意向（市民アンケート） 

評価項目 目標値[R3] 最終評価[R2] 現況値[H28] 

公共交通を積極的に利用する

と考えている人の割合 
50.0％以上 38.5％ 43.2％ 
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●全体の⽬標【指標】公共交通の年間利⽤者数 
・公共交通の利⽤促進策として、⼩学⽣を対象としたバスの乗り⽅教室や・交通安全教室実施、ひまわりバ
スの乗継券発⾏、高齢者・免許返納者・障がい者・要介護者に向けた優遇措置や、前後駅へのバス待合
所の設置等、様々な施策を実施した。 

・現況値より減少したひまわりバスについては、路線再編直近のデータであり、今後の回復動向に注意する必
要がある。 

・コロナ禍で利⽤者が減少しており、利⽤者回復にあたっては安全・安⼼を確保する予防対策の実施、実施
状況の情報提供とともに、各種利⽤促進施策（交通⾏動変容施策を含む）を検討・実施する必要があ
る。 

▼鉄道（駅）年間利⽤者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▼名鉄バス年間利⽤者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1,135 1,154 1,172 1,212 1,224 1,216 1,219 1,192 1,177 1,180 1,193
1,241 1,218 1,244 1,269 1,305 1,327 1,315

687 692 707 742 744 735 730 712 712 707 703 722 706 725 741 760 774 776

327 336 336 339 347 343 348 340 318 324 332 354 345 343 347 356 363 353

121 126 129 131 134 137 140 140 147 149 158 166 167 177 181 188 190 186

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

（万人）

合計 前後駅 中京競馬場前 豊明駅
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▼ひまわりバス年間利⽤者数 

  
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

H31.4 再編実施 
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●全体の⽬標【指標】まちづくり指標の達成度×⽬標１【指標】乗り継ぎに関する不満度割合 
＜市外から豊明市への交通アクセス＞ 
・利⽤者アンケートの結果より、市外からのアクセスの多くは名鉄前後駅で名鉄電⾞から名鉄バスへ乗り継ぎ
をしている。 

・また、サービス項目別の満⾜度では、運⾏本数に次いで、鉄道とバス間の乗り継ぎの際の待ち時間の不満
割合が高くなっている。 

名鉄前後駅での名鉄電⾞と名鉄バス間の乗り継ぎの際の待ち時間を短縮するためのダイヤ調整が
必要と考えられる。 

▼乗⾞バス停                                

 
 
 
 
 
 
 
 

▼乗り継ぎ元                                ▼乗り継ぎ先 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ▼サービス項目別不満度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8.3

14.1

33.4

23.0

11.7

11.6

12.1

10.4

13.0

11.8

5.6

35.8

48.3

57.2

64.0

55.3

54.0

47.7

58.2

62.3

61.0

58.7

38.4

30.2

7.6

10.9

25.2

19.6

28.4

21.6

19.2

20.1

30.2

18.6

9.4

2.9

2.6

8.9

6.5

11.7

8.6

5.9

5.8

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①運行本数

②運行している時間帯

③バス停の位置

④バス停の時刻表や経路案内の見やすさ

⑤バス停の待合環境

⑥運賃

⑦-1【鉄道⇔バス】乗り継ぎの際の待ち時間

⑦-2【バス⇔バス】乗り継ぎの際の待ち時間

⑧-1【鉄道⇔バス】乗り継ぎに関する情報や案内

⑧-2【バス⇔バス】乗り継ぎに関する情報や案内

⑨総合的な満足度

満足 まあ満足 やや不満 不満

バス利用者計

※無回答を除く構成比

78.9

58.8

32.6

45.5

50.0

66.8

2.2

1.4

10.6

32.4

8.7

18.2

13.0

1.7

2.2

1.4

0.6

45.7

36.4

50.0

10.5

2.2

0.4

1.1

2.9

2.2

1.4

5.0

5.9

6.5

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名鉄バス(平日)(n=180)

名鉄バス(休日)(n=34)

ひまわりバス(平日)(n=46)

ひまわりバス(休日)(n=11)

無回答(n=6)

計(n=277)

名鉄名古屋本線 名古屋市営地下鉄 名鉄バス

名古屋市営バス ひまわりバス チョイソコとよあけ

タクシー その他 無回答

15.6

41.2

21.7

9.1

19.1

1.7

2.9

1.4

70.0

52.9

2.2

36.4

16.7

54.2

1.1

2.2

1.1

1.7

56.5

45.5

66.7

13.7

4.3

0.7

1.1

2.2

9.1

1.4

8.9

2.9

10.9

16.7

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名鉄バス(平日)(n=180)

名鉄バス(休日)(n=34)

ひまわりバス(平日)(n=46)

ひまわりバス(休日)(n=11)

無回答(n=6)

計(n=277)

名鉄名古屋本線 名古屋市営地下鉄 名鉄バス

名古屋市営バス ひまわりバス チョイソコとよあけ

タクシー その他 無回答

76.8

51.7

40.4

51.4

16.7

62.9

11.8

8.3

5.3

33.3

9.7

0.7

1.7

17.0

10.8

8.3

5.1

10.6

5.4

2.5

6.4

1.3

10.0

36.7

18.1

29.7

25.0

16.9

0.7

1.7

2.1

2.7

16.7

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名鉄バス(平日)(n=271)

名鉄バス(休日)(n=60)

ひまわりバス(平日)(n=94)

ひまわりバス(休日)(n=37)

無回答(n=12)

計(n=474)

前後駅 藤田医大 豊明市役所 文化会館 石塚公園 その他 無回答
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●全体の⽬標【指標】まちづくり指標の達成度 
＜市内の移動＞ 
・利⽤者アンケートの結果より、市内をくまなく回り、市内を移動しやすくすることの達成度は、未達成が過半を
占める。 

・⼀⽅で、項目別重要度では、名鉄バス・ひまわりバスは、市内の各地域と駅や主要施設への⾏きやすさ、市
内の移動のしやすさが重視されている。 

バスサービス項目別の不満割合（P7）が高い、運⾏本数、運⾏時間帯、バス停の待合環境のサー
ビス改善が必要と考えられる。 

▼機能別達成度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▼機能別重要度 
 
 
 

  

17.4 

28.5 

14.1 

16.7 

29.7 

15.7 

12.6 

9.8 

19.6 

12.5 

9.2 

9.9 

13.6 

48.8

51.7

48.5

38.3

44.0

49.9

40.7

32.5

40.1

42.0

32.7

37.0

44.5

25.3

16.3

32.1

28.7

19.0

25.7

32.3

33.6

30.1

34.8

39.8

36.3

29.6

8.5

3.5

5.3

16.3

7.3

8.7

14.4

24.2

10.2

10.8

18.3

16.9

12.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①高齢者、障がいをもった方々にとっての移動手段

②学生、生徒にとっての移動手段

③子育て世代にとっての移動手段

④鉄道や路線バスが利用できない地域の方々にとっての移動手段

⑤通勤や通学などの主に朝夕の移動手段

⑥通院や買い物などの主に日中の移動手段

⑦市役所や公民館などの主要な公共施設へ行くための移動手段

⑧隣接市町にある施設に行くための移動手段

⑨市内の各地域と駅を接続し、駅へ行きやすくすること

⑩市内の各地域と主要施設を接続し、主要施設へ行くやすくすること

⑪隣接市町を走るバスと接続し、市外へ行きやすくすること

⑫市内をくまなく回り、市内を移動しやすくすること

⑬利用が多いところを効率的に結び、そこではバスが便利に利用できること

達成している おおむね達成している あまり達成していない 達成していない

バス利用者計

※無回答を除く構成比

41.1

38.5

34.8

28.6

50.0

39.4

13.1

17.9

34.8

14.3

50.0

16.3

6.5

17.9

4.3

7.7

20.8

2.6

17.4

28.6

17.9

18.5

23.1

8.7

28.6

18.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名鉄バス(平日)(n=271)

名鉄バス(休日)(n=60)

ひまわりバス(平日)(n=94)

ひまわりバス(休日)(n=37)

無回答(n=12)

計(n=474)

⑨市内の各地域と駅を接続し、駅へ行きやすくすること
⑩市内の各地域と主要施設を接続し、主要施設へ行きやすくすること
⑪隣接市町を走るバスと接続し、市外へ行きやすくすること
⑫市内をくまなく回り、市内を移動しやすくすること
⑬利用が多いところを効率的に結び、そこではバスが便利に利用できること
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●⽬標２【指標】隣接市町を結ぶ路線数 
・目標としていた⼤府市との連絡については達成しているものの、目標としていた市北部及び東部との相互連
携については未達成となっている。 

引き続き隣接市町との協議・調整が必要と考えられる。 
 

▼隣接市町間の路線数 

 

  

 H28 現況 変化 R2 最終評価 

路線バ

ス 

名鉄バス 

名古屋市営バス 

（３路線） 

なし 

名鉄バス 

名古屋市営バス 

（３路線） 

コミュニ

ティバス 

ひまわりバス 

東郷町 じゅんかいくん 

（２路線） 

１路線増加 

ひまわりバス 

東郷町 東郷・藤田医科大バス 

大府市 ふれあいバス 

（３路線） 

合計 ５路線 １路線増加 ６路線 
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●⽬標２【指標】市外へ⾏きやすくすることの達成度 
・名鉄電⾞→ひまわりバスについては、乗り継ぎ可能本数が２本増加。ひまわりバス→名鉄電⾞については、
乗り継ぎ可能本数は６本増加しているものの、前後駅発着本数も増加しており、乗り継ぎ可能割合は変
化していない。 

名鉄電⾞→ひまわりバスの乗り継ぎ可能本数の増加とともに、ひまわりバス→名鉄電⾞の乗り継ぎ可
能割合の向上に資するダイヤ調整が必要と考えられる。 

・利⽤者アンケートより、市外へ⾏きやすくすることの達成度は名鉄バスに関しては増加している⼀⽅で、ひまわ
りバスは減少しており、R1 の路線再編によって市外への⾏きやすさが低下したと感じている利⽤者が多いと
考えられる。 

・⼀⽅で、ひまわりバスについては「市外へ⾏きやすくすること」よりも駅や市内の主要施設への⾏きやすさが重
視されている。 

周辺市町へ連絡するバス路線の乗り継ぎを考慮したルート・ダイヤ調整が必要であるとともに、バス⇔
バスの乗り継ぎに関して不満割合の高いサービス項目（P7）である、バス停の待合環境、乗り継ぎ
の際の待ち時間、情報提供のサービス改善が必要と考えられる。 
 

▼名鉄前後駅におけるひまわりバス⇔名鉄急⾏列⾞（名古屋⽅⾯）間の３分以上 10 分以内乗り継ぎ可能本数  

▼市外へ⾏きやすくすることの達成度                                

 H28 現況 変化 R2 最終評価 

名鉄バス 43.0％ +3.4％ 46.4％ 

ひまわりバス 40.0％ -18.2％ 21.8％ 

利用者計 42.2％ -0.3％ 41.9％ 

▼重要だと思う項目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 H28 現況 変化 R2 最終評価 

名鉄電車 

→ひまわりバス 

15 本/100 本＝15％ 

（乗継可能本数/鉄道発着本数） 
２本増加 

17 本/100 本

＝17％ 

ひまわりバス 

→名鉄電車 

14 本/42 本＝30％ 

（乗継可能本数/ひまわりバス発着本数） 
６本増加 

20 本/60 本 

＝30％ 

合計 29 本 ８本増加 37 本 

41.1

38.5

34.8

28.6

50.0

39.4

13.1

17.9

34.8

14.3

50.0

16.3

6.5

17.9

4.3

7.7

20.8

2.6

17.4

28.6

17.9

18.5

23.1

8.7

28.6

18.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名鉄バス(平日)(n=271)

名鉄バス(休日)(n=60)

ひまわりバス(平日)(n=94)

ひまわりバス(休日)(n=37)

無回答(n=12)

計(n=474)

⑨市内の各地域と駅を接続し、駅へ行きやすくすること

⑩市内の各地域と主要施設を接続し、主要施設へ行きやすくすること

⑪隣接市町を走るバスと接続し、市外へ行きやすくすること

⑫市内をくまなく回り、市内を移動しやすくすること

⑬利用が多いところを効率的に結び、そこではバスが便利に利用できること
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●⽬標４【指標】わかりやすさに関する不満度割合 
・わかりやすい情報提供を目指し、公共交通マップのデザイン変更、ひまわりバスのバスロケーションシステムの
導入を⾏った。 

・利⽤者アンケートより、バスサービス項目別の満⾜度（P7）について、鉄道⇔バス、バス⇔バスの不満度に
⼤きな差はなく、名鉄バス、ひまわりバスの間にも⼤きな差は⾒られず、いずれも 2 割程度の不満度となって
いる。 

利⽤者アンケートの改善アイデアに出された鉄道駅構内の案内表示や、バス⾞内での乗継時刻のア
ナウンス等、利⽤者にとってわかりやすい情報提供が必要と考えられる。 
 

▼乗り継ぎに関する情報や案内の満⾜度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜利⽤者アンケート改善アイデア回答＞ 
鉄道⇔バス 
・鉄道内に時刻表を表示 
・電⾞の発⾞時刻をバス⾞内に表示 
・遅延情報のアナウンス 
バス⇔バス 
・名鉄、名市バスは路線図や時刻表が分かりづらいのでわかりやすく⼤きく表示 
・前後駅に電光掲示板を設置し、すべてのバスの発着時刻を１カ所でわかるようにする 
・乗り継ぎ可能なバス停で乗り継ぎ可能バスの時刻をアナウンス 

 

 

  

8.3

14.1

33.4

23.0

63.5

60.0

65.6

50.7

18.4

20.0

18.3

23.9

5.1

8.0

4.3

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名鉄バス（n=277）

ひまわりバス（n=75）

名鉄バス（n=186）

ひまわりバス（n=71）

満足 まあ満足 やや不満 不満

鉄道⇔バス

※無回答を除く構成比

バス⇔バス
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●⽬標５【指標】地域主体の組織数 
・目標数の３団体は達成できなかったものの、勅使台区地域交通改善実⾏委員会が設⽴されており、定期
的な協議に留まらず、徳重駅への乗合タクシー乗り入れ実証実験や、名鉄バスとの意⾒交換会が実施され
た。 

 
●⽬標５【指標】地域公共交通維持のための取組み・参加意向 
・市⺠アンケートより、「公共交通を積極的に利⽤する」の回答は、選択肢の中では最も高くなっている。 
・地域別に⾒ると、最も低いのは中央地区、最も高いのは双峰地区となっている。 
・双峰地区は、普段の外出に⾃家⽤⾞・バイクを利⽤する⼈の割合が少なくなっている。 

公共交通を積極的に利⽤する⼈の割合増加のためには、普段の外出の際の⾃家⽤⾞利⽤を、公
共交通へ変容するための施策が必要と考えられる。 
 

▼地域公共交通維持のための取組み・参加意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼公共交通を積極的に利⽤する⼈の地域別割合       ▼普段の外出に⾃家⽤⾞・バイクを利⽤する⼈の地域別割合 

 

 

38.5 

15.8 

6.1 

15.8 

4.7 

17.9 

7.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

公共交通を積極的に利用する

地域が開催する公共交通を活用したイベントに参

加する

地域住民で協賛金(募金など)を募り、運行経費に

充てる収入を増やす

企業の協賛金や広告費などを募り、運行経費に

充てる収入を増やす

地域で公共交通について話し合う場や組織に参

加する

地域が主体となり、地域の特性やニーズに応じた

新たな公共交通を運行する

その他

市計 (n=1449)

34.3 

43.1 

30.7 

35.9 

42.4 

47.2 

38.8 

48.0 

34.1 

0.0 20.0 40.0 60.0

豊明 (n=162)

栄 (n=248)

中央 (n=234)

沓掛 (n=211)

大宮 (n=107)

三崎 (n=185)

舘 (n=133)

双峰 (n=74)

唐竹 (n=83)

71.3 

65.7 

72.8 

88.0 

69.6 

68.9 

66.1 

58.7 

67.0 

0 20 40 60 80 100

豊明 (n=143)

栄 (n=239)

中央 (n=228)

沓掛 (n=192)

大宮 (n=92)

三崎 (n=161)

舘 (n=121)

双峰 (n=75)

唐竹 (n=91)

（％）

※複数回答


